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グッ
ドニ
ュース

〇�

自
然
豊
か
で
靜
か
。
高
齢
者
が

元
気
。

◆�

宇
宙
の
町
と
し
て
、
著
名
人
等

と
連
携
し
て
日
本
中
に
魅
力
を

広
め
て
欲
し
い
。

〇�

大
東
建
託
の
聴
取
に
疑
問
。
住

ん
で
幸
せ
と
思
わ
な
い
。

◆�

交
通
利
便
性
の
向
上
。
転
入
促

進
の
周
辺
環
境
整
備
が
必
要
。

キルトTipo
〇�自然がいっぱいなのに都心から50分。災害が少ない。
◆�交通の便が悪い。デマンド交通を使いやすくしてほ
しい。

上熊井長寿会
（�左から上野利之さん、小鷹励夫さん、小久保晃一さん、
山岸明さん、小久保秀夫さん）
〇�自然災害が少なく豊かな環境の中で、近隣の皆さ
んと交流がはかれる。
◆�交通弱者への通院、買い物等、移動手段の更なる
改善を求める。

〇�

地
域
住
民
と
の
交
流(

サ
ー
ク
ル

活
動
等)
が
あ
る
と
こ
ろ
。

◆�

駅
ま
で
の
交
通
手
段
の
改
善
。

〇�

大
東
建
託
の
調
査
内
容
が
分
か

ら
な
い
。
生
活
に
不
便
だ
が
、

災
害
に
対
し
安
心
感
あ
り
。

◆�
交
通
不
便
の
解
消
で
、
来
訪
者

増
に
つ
な
げ
る
対
策
が
必
要
。

〇�

自
然
が
美
し
く
静
か
で
過
ご
し

や
す
く
、
と
て
も
満
足
。

◆�

も
っ
と
多
く
の
若
い
人
が
住
む

町
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

〇�

子
育
て
に
最
適
！
町
内
に
高
校

や
大
学
、
隣
町
に
動
物
園
も
あ

る
。

◆�

若
い
世
代
が
住
ん
で
く
れ
る
よ

う
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
。

〇�

外
国
人
を
受
け
入
れ
る
土
壌
が

あ
り
、
人
情
味
に
溢
れ
た
開
放

的
な
町
。
気
軽
に
利
用
で
き
る

図
書
館
が
良
い
。

◆�「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い

い
」
と
い
う
よ
う
に
、
平
和
で

平
等
な
場
所
を
提
供
し
続
け
て

ほ
し
い
。

みんなのひろば
（�左から中里史子さん、松本宣子さん、佐々木芙沙子
さん、鈴木房子さん、長岡治子さん）
〇�豊かな自然とデマンドタクシー（町外運行に期待！）
◆�人と人とがつながれる縁側のような場所が、たく
さんほしい。

小川知也さん向居礼子さん江尻裕樹さん

高橋恵美子さん

福田文彬さん・王菲さん

田島重美さん 松山茂喜さん

街の幸福度ランキングが
� 全国１位に！（大東建託）

あなたはこのニュースを聞いて、どう感じましたか。
「鳩山町に暮らしていて、〇よかったこと！　◆もっと良くなってほしいこと！」 をインタビューしました。
もっともっと幸福度がアップするように、安心して暮らし続けられる町になるために、
皆さんの声を受け止めて、しっかり提言し、町政に反映できるように議会もがんばります。

はとやま議会だよりNo.155　23　はとやま議会だよりNo.155



町　長 給料の10％
減額（6カ月）

副町長 給料の10％
減額（6カ月）

課　長 給料の10％
減額（1カ月）

課長補佐
（３名） 戒告

官製談合防止法違反
事件の経緯

2019年～ 20年
上熊井農産物直売所工事契
約、工事開始。泉井交流体
験エリアの工事契約、工事
開始。

2021年5月11日
上記２工事の競争入札で、
不正があったとして、元職
員が逮捕。庁舎へ埼玉県警
察が入り、関係書類押収。

2021年5月27日
町は不正事件の再発防止対
策基本方針を決定、再発防
止対策の策定が開始され
る。

2021年8月
埼玉西部環境保全組合は、
鳩山町の事業執行に対して
疑義があるとして、予算計
上されていた『（仮称）鳩山
新ごみ焼却施設』建設に係
る地元対策費を全て減額。

2021年9月1日第１回公判
元職員は、工事価格を漏ら
したなどの起訴事実を全面
的に認めた。

2021年9月1日
『鳩山町不正事件に係る再
発防止対策報告書』（中間
報告）が公表された。

2021年９月議会
『不正事件に係る調査特別
委員会』設置。

2021年10月6日第２回公判
証拠調べ、証人尋問、検察官
より論告求刑、弁護士より
弁論、被告人より最終陳述。

2021年11月
中間報告書を埼玉西部環境
保全組合に提出し、正副管
理者会議で了承され、組合
議会臨時会にて地元対策費
の再交付が決定。

2021年11月10日判決
元職員に懲役１年６カ月
（執行猶予３年）が言い渡さ
れた。� （結審）

　

9
月
議
会
で
は
、
令
和
２

年
度
の
決
算
が
不
認
定
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
異

常
事
態
は
、
前
例
が
な
く
、

新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
報

道
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
で
は
、

決
算
と
は
何
か
、
そ
の
不
認

定
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、

確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
予
算
承
認
・
決
算
認
定

　

毎
年
3
月
に
来
年
度
の
予

算
が
議
会
で
承
認
さ
れ
決
ま

り
ま
す
。
新
年
度
か
ら
は
予

算
に
従
い
、
町
の
事
業
等
を

遂
行
し
て
い
き
ま
す
。

次
の
年
の
３
月
末
に
、
概
ね

お
金
が
ど
う
使
わ
れ
た
か
、

確
定
し
、
次
年
度
に
な
っ
て

支
払
い
決
済
の
事
務
処
理
を

完
了
し
、
会
計
監
査
後
、
８

月
末
に
決
算
報
告
書
が
議
会

に
提
出
さ
れ
ま
す
。
議
会
は

こ
れ
を
審
議
し
、
す
な
わ
ち

『
決
算
認
定
』
の
裁
決
が
な

さ
れ
ま
す
。

　

9
月
議
会
で
は
、
決
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
町

は
予
算
に
基
づ
い
て
事
業
等

を
行
い
、
当
初
の
目
的
を
達

成
し
て
い
る
か
、
支
出
に
見

合
っ
た
成
果
が
出
て
い
る

か
、
調
査
・
分
析
し
ま
す
。

そ
の
結
果
を
基
に
各
議
員

は
、
使
い
方
が
適
切
で
あ
れ

ば
『
認
定
』、
不
適
切
で
あ

れ
ば
『
不
認
定
』
と
判
断
し

ま
す
。

　

令
和
３
年
９
月
議
会
で

は
、
出
席
議
員
全
員
が
不
適

切
だ
と
判
断
し
、『
不
認
定
』

と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

■
不
認
定
の
原
因
は
何
か

　

な
ぜ
『
不
認
定
』
と
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
原

因
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

主
な
原
因
は
、
昨
年
5
月

に
発
覚
し
た
官
製
談
合
防
止

法
違
反
事
件
で
す
。
こ
の
事

件
は
令
和
２
年
度
に
一
般
競

争
入
札
で
２
件
の
不
正
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
お
金
の

使
い
方
は
間
違
っ
て
い
た
と

議
員
全
員
が
判
断
し
た
た
め

で
す
。

　

し
か
し
使
っ
て
し
ま
っ
た

お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
な
ら
ば
不
認
定

は
実
質
的
に
ど
ん
な
意
味
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

■
そ
れ
で
ど
う
す
る
の
か

　

不
認
定
と
な
れ
ば
、
町
長

は
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
反

省
し
、
今
後
の
行
政
で
問
題

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
対
策

を
立
て
、
説
明
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
責
任

も
追
及
さ
れ
ま
す
。

　

町
は
、
こ
れ
を
受
け
対
策

本
部
を
作
り
、
再
発
防
止
対

策
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
９
月
に
『
鳩
山
町
不
正

事
件
に
係
る
再
発
防
止
対
策

報
告
書
』（
中
間
報
告
）（
以

下
中
間
報
告
と
呼
ぶ
）
を
作

成
し
、
公
表
し
ま
し
た
。
町

長
は
今
後
の
予
算
方
針
に
反

省
を
活
か
す
と
表
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
町
長
・
副
町
長

は
事
件
の
管
理
監
督
責
任
を

取
っ
て
、
給
料
の
減
額
を
行

う
と
と
も
に
、
関
係
職
員
を

懲
戒
処
分
と
し
ま
し
た
。

■
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

　

議
会
は
こ
れ
ら
一
連
の
動

き
に
対
し
て
、『
不
正
事
件

に
係
る
調
査
特
別
委
員
会
』

の
設
置
を
決
議
し
、
よ
り
深

く
原
因
究
明
を
行
い
、
町
が

作
成
し
た
中
間
報
告
の
再
発

防
止
対
策
の
有
効
性
・
網
羅

性
・
持
続
可
能
性
等
の
検
証

を
行
い
、
こ
れ
を
報
告
・
提

言
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
間
報
告
書
と
比
較
の
た

め
、
他
自
治
体
の
事
例
と
し

て
、
総
社
市
、
沼
田
市
、
神

戸
市
行
財
政
局
、
神
栖
市
、

さ
い
た
ま
市
財
政
局
等
の
資

料
を
調
査
研
究
し
、
加
え
て

埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ
ス

テ
ム
の
調
査
・
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
調
査
は
チ
ー
ム
分

け
し
て
行
い
、
今
年
度
中
に

結
果
を
ま
と
め
て
町
執
行
部

へ
提
示
す
る
予
定
で
す
。

そこが知りたい

“決算不認定”

それからどうした
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第４回定例会臨
　
時
　
会

　

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
が
11
月
30
日
か
ら
12
月
８
日
ま
で
の
９
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
提
出
議
案
は
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
11
件
、
規
約
の
変
更
に

関
す
る
も
の
２
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
も
の
３
件
、
令
和
３

年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算
の
議
定
に
関
す
る
も
の

４
件
、
町
道
路
線
の
認
定
に
関
す
る
も
の
１
件
、
農
業
委
員
会
の
委
員
任

命
に
お
け
る
認
定
農
業
者
等
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
も
の
１
件
の
合
計
22

議
案
で
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
職
員
が
入
札
談
合
等
関

与
行
為
の
排
除
及
び
防
止
並

び
に
職
員
に
よ
る
入
札
等
の

公
正
を
害
す
べ
き
行
為
の
処

罰
に
関
す
る
違
法
等
の
容
疑

で
、
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
た
こ

と
の
、
管
理
監
督
責
任
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
給
料

の
減
額
を
行
う
。

問　

10
月
16
日
の
上
熊
井
の

大
字
集
会
、
17
日
の
泉
井
活

性
化
委
員
会
で
、
町
長
の
責

任
の
取
り
方
に
つ
い
て
、
意

見
は
出
た
か
。

答　

ま
だ
裁
判
が
進
行
中
で

あ
り
、
結
審
後
に
行
う
と
答

え
た
。

町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
の

減
額
支
給
に
関
す
る
条
例

令
和
３
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
第
５
号

問　

こ
の
減
額
条
例
以
外
で

自
ら
を
罰
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

答　

監
督
責
任
を
重
く
受
け

止
め
て
、
月
額
１
０
０
分
の

10
で
６
カ
月
の
減
額
。
こ
れ

で
理
解
し
て
ほ
し
い
。

問　

前
橋
市
で
は
、
１
０
０

分
の
30
を
３
カ
月
、
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
へ
か
け
て
減

額
し
た
。
審
議
会
等
に
か
け

る
必
要
は
な
か
っ
た
か
。

答　

通
常
給
与
を
上
げ
る
場

合
に
行
う
。

問　

和
光
市
で
は
市
長
が
辞

任
し
て
い
る
。
ど
う
い
う
時

に
起
こ
り
得
る
の
か
。

答　

辞
任
に
関
し
て
は
、
首

長
が
判
断
す
る
も
の
。

令
和
３
年
10
月
28
日
開
催

　

公
務
員
は
、
町
民
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
法
令
遵
守
し
、

町
民
の
模
範
と
な
る
べ
き
立

〈
反
対
討
論
〉

場
に
あ
る
と
思
う
。
し
か
し

こ
こ
数
年
、
当
町
で
は
職
員

の
不
祥
事
件
が
起
き
て
い
る

の
も
事
実
で
あ
る
。
町
政
に

対
し
、
町
民
の
信
頼
を
著
し

く
失
墜
さ
せ
た
今
回
の
談
合

事
件
は
、
職
員
を
管
理
す
る

立
場
に
あ
る
町
長
、
副
町
長

の
責
任
は
大
変
重
い
と
判
断

す
る
。 

（
小
川
）

　

監
督
責
任
の
限
界
と
言
う

が
、
今
回
は
官
製
談
合
の
み

な
ら
ず
、
関
連
し
て
（
仮

称
）
鳩
山
新
ご
み
焼
却
施
設
、

周
辺
対
策
事
業
交
付
金
に
も

遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
考
慮
す
る
と
給
与
削
減

10
％
、
期
間
６
カ
月
で
は
、

責
任
を
取
っ
た
こ
と
に
な
ら

な
い
。 

（
森
）

問

問 問 問

答

答 答 答
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定
　
例
　
会

問　

今
ま
で
の
従
業
員
は
。

答　

再
雇
用
の
意
向
だ
。

問　

町
民
か
ら
ア
ー
ル
・
エ

フ
・
エ
ー
の
評
判
が
悪
い
と

聞
い
て
い
る
。
把
握
し
て
い

る
か
。

答　

把
握
し
て
い
な
い
。

問　

マ
ル
シ
ェ
で
高
齢
者
の

方
が
倒
れ
た
時
に
、
緊
急
対

応
が
で
き
な
か
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。
金
額
だ
け
で
決
め

る
の
で
は
な
く
、
施
設
の
管

理
が
本
当
に
で
き
る
の
か
。

答　

施
設
管
理
の
経
験
が
少

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
安

問　

３
つ
の
施
設
に
シ
ル
バ 

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
配
置

さ
れ
る
人
数
は
。

答　

公
民
館
・
文
化
会
館
に

１
人
、
体
育
館
に
１
人
。

問　

町
予
算
へ
の
影
響
は
。

答　

指
定
管
理
代
行
料
は
８

４
１
万
円
。
会
計
年
度
任
用

職
員
２
人
減
で
２
９
５
万
円
、

休
日
の
委
託
料
が
削
減
さ
れ

る
が
、
差
し
引
く
と
１
８
４

万
円
の
増
額
と
な
る
。

問　

委
員
に
つ
い
て
は
、
年

間
農
業
従
事
日
数
や
、
耕
作

面
積
の
縛
り
が
あ
る
の
か
。

答　

以
前
は
あ
っ
た
が
、
い

ま
は
制
限
は
な
い
。

問　

子
育
て
臨
時
給
付
金
10

万
円
す
べ
て
現
金
給
付
に
で

き
な
い
か
。

答　

５
万
円
の
ク
ー
ポ
ン
券

は
決
定
し
て
い
な
い
。
現
金

給
付
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
億
９
８
９
６
万
円
を
追
加

し
、
総
額
57
億
２
３
２
１
万

８
千
円
と
す
る
も
の
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

補
助
金
に
係
る
事
業
経
費
と
、

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合
か

ら
交
付
さ
れ
る
負
担
金
を
減

額
し
た
が
、
改
め
て
交
付
さ

れ
る
合
意
が
得
ら
れ
た
の
で

事
業
経
費
を
計
上
す
る
。

問　

予
定
の
２
億
円
満
額
で

は
な
く
、
１
億
４
１
０
０
万

円
な
の
は
な
ぜ
か
。

答　

地
元
対
策
事
業
の
執
行

を
見
合
わ
せ
て
い
た
た
め
に
、

減
額
措
置
を
し
た
。
ま
た
工

期
等
の
関
係
で
、
当
初
予
算

で
計
上
し
た
地
元
対
策
事
業

の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
令

和
３
年
度
に
実
施
で
き
る
事

業
を
地
元
に
説
明
し
、
事
業

に
係
る
経
費
に
対
し
て
充
当

で
き
る
地
元
対
策
事
業
費
を

精
査
し
て
、
補
正
予
算
に
計

上
し
た
。

問　

公
共
交
通
事
業
継
続
支

援
１
３
０
万
円
。
バ
ス
の
乗

客
が
か
な
り
減
っ
て
い
る
と

思
う
が
状
況
は
。

答　

川
越
観
光
自
動
車
か
ら
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定

中
央
公
民
館
等
の
指

定
管
理
者
の
指
定

農
業
委
員
会
の
委
員
任

命
に
お
け
る
認
定
農
業

者
等
の
取
扱
い

令
和
３
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
第
２
号

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
第
６
号

一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
が
民
間
事
業
者
に
対
し

　

困
っ
て
い
る
人
が
多
い
と

思
う
が
、
10
万
円
も
ら
っ
て

も
授
業
料
に
も
な
ら
な
い
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
補
助
金
を

受
け
る
こ
と
に
も
反
対
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
に

つ
い
て
は
、
２
０
２
３
万
円

を
積
み
立
て
る
の
で
は
な
く
、

住
民
要
望
に
使
う
べ
き
。　

 

（
根
岸
）

　

農
業
委
員
の
申
請
を
集
め

た
結
果
、
申
請
者
が
足
り
な

い
か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

条
例
を
変
更
す
る
と
い
う
考

え
で
は
な
く
、
基
本
理
念
と

し
て
農
業
経
験
と
見
識
を

持
っ
た
人
で
あ
る
べ
き
と
考

え
る
な
ら
、
こ
の
理
念
に
合

わ
せ
た
募
集
の
仕
方
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

 

（
関
根
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

　

出
産
育
児
金
が
増
え
る
の

は
良
い
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
整
備
費
の
補
助
金
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
反
対
。

 

（
根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
線
の
令

和
３
年
４
月
か
ら
７
月
の
運

賃
収
入
が
、
前
年
度
比
31
・

１
％
減
に
な
っ
た
。
路
線
の

収
入
が
25
％
減
る
と
、
路
線

の
維
持
が
厳
し
く
な
る
。

問　

行
政
と
バ
ス
事
業
者
の

話
し
合
い
は
。

答　

す
ぐ
に
路
線
廃
止
に
は

な
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

状
況
が
長
く
続
く
と
、
将
来

的
に
は
そ
う
い
う
話
し
に
な

る
。
た
だ
、
減
便
の
可
能
性

は
出
て
く
る
。
国
の
交
付
金

を
活
用
し
て
、
バ
ス
事
業
者

に
補
助
金
を
出
す
。

問　

泉
井
の
た
め
池
改
修
調

査
は
、
住
民
が
納
得
し
て
い

る
の
か
。

答　

泉
井
地
区
営
農
組
合
か

ら
整
備
に
対
す
る
要
望
が
あ

る
。
地
元
対
策
事
業
と
し
て

の
位
置
づ
け
だ
。

て
給
与
ア
ッ
プ
を
求
め
て
い

る
の
に
、
公
務
員
の
期
末
手

当
を
減
額
す
る
の
は
矛
盾
し

て
い
る
。
経
済
が
冷
え
込
ん

で
い
る
中
、
今
す
べ
き
こ
と

は
引
き
下
げ
で
は
な
い
。　

 

（
野
田
）

　

人
事
院
勧
告
等
を
踏
ま
え

て
と
い
う
提
案
だ
が
、
地
域

へ
の
影
響
が
大
き
く
、
景
気

回
復
に
は
逆
行
し
て
い
る
。

　

 

（
根
岸
）

全
な
運
営
に
努
め
て
い
き
た

い
。

問　

施
設
管
理
の
中
で
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
講
習
等
、
防
災
管
理
も

必
要
で
は
。

答　

実
施
し
て
い
く
と
提
案

を
受
け
た
。

　

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
と
、
児
童
生
徒
１
人

１
台
端
末
の
学
び
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
こ
と
。

問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
と
は
ど
ん
な
も
の

か
。ま
た
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
動
き
方
は
。

答　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の

端
末
の
操
作
で
、
教
職
員
が

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

と
き
に
、
電
話
で
問
い
合
わ

せ
を
し
て
教
え
て
も
ら
う
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
み
た
い
な

も
の
。
教
職
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
、
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
を
設
置
す
る
。

子
育
て
臨
時
給
付
金

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
事
業

答答

問

問問問

問

問

問 問 問

問

問

問問

答

答答答

答

答

答答答

答

答
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「私たちは賛成・反対しました」
○は賛成　●は反対　議は議長

令和３年第４回定例会 議案
議　員　氏　名

審議
結果

関
根
　
清
隆

石
井
　
　
徹

中
山
　
明
美

日
坂
　
和
久

小
鷹
　
房
義

森
　
　
利
夫

松
浪
健
一
郎

小
川
　
唯
一

石
井
　
計
次

根
岸
富
一
郎

野
田
小
百
合

大
賀
　
広
史

町
　
　
長
　
　
提
　
　
出

一般職員の給与に関する条例の一部改正
人事院勧告等を踏まえ、期末手当の支給割合を0.15月分引き下げ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● ● 議 原案可決

町長等の給与等に関する条例の一部改正
一般職員に合わせ、期末手当の支給割合を0.15月分引き下げ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部改正
一般職員に合わせ、期末手当の支給割合を0.15月分引き下げ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● ● 議 原案可決

職員定数条例の一部改正
監査委員に関する事務を議会事務局で実施することに伴うもの 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

組織及び任務に関する条例の一部改正
水道課を上下水道課とするため 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

国民健康保険条例の一部改正
出産・育児一時金等の支給総額42万円を維持 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

水道事業の設置等に関する条例の一部改正
水道課を上下水道課に改める 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

水道事業審議会条例の一部改正
上下水道課が新設されることに伴うもの 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

文化会館条例の一部改正
指定管理者制度を導入するため、利用料金等の規定について改める 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

体育施設条例の一部改正
指定管理者制度を導入するため、利用料金等の規定について改める 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

公民館条例の一部改正
指定管理者制度を導入するため、利用料金等の規定について改める 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

埼玉県市町村総合事務組合の規約変更
埼玉県都市競艇組合が、埼玉県都市ボートレース企業団に名称変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

西入間広域消防組合の規約変更
計画的な予算執行や事務の軽減を図るためのもの 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

ふれあいセンターの指定管理者の指定
株式会社アール・エフ・エーを指定管理者とするもの ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

地域包括ケアセンター（デイサービスセンター）の指定管理者の指定
特定非営利活動法人彩西ナーシングケアを指定管理者とするもの 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

中央公民館・文化会館・体育施設の指定管理者の指定
公益社団法人鳩山町シルバー人材センターを指定管理者とするもの 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和3年度一般会計補正予算（第6号）
１億1,753万円を追加し、予算総額58億4,075万円とするもの 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和3年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
157万円を追加し、予算総額20億6,279万円とするもの 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 議 原案可決

令和3年度介護保険特別会計補正予算（第2号）
23万円を追加し、予算総額13億4,370万円とするもの 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和3年度水道事業会計補正予算（第2号）
収益的支出は115万円追加し、総額2億8,458万円に
資本的支出額は83万円減額し、8,527万円とするもの

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

町道路線の認定
泉井交流体験エリア周辺。町道第１号線の区域の変更が生じるため、当
該路線から外れる現道区間の認定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

農業委員会の委員任命における認定農業者等の取扱い
委員定数の４分の１以上を認定農業者または認定農業者に準ずる者とするもの ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 議 同　　意

議
員
提
出

議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
人事院勧告の趣旨を尊重し、期末手当の支給割合を0.15月分引き下げ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

議会委員会条例の一部改正
上下水道課設置に伴うもの 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和３年第２回臨時会 議案
議　員　氏　名

審議
結果

関
根
　
清
隆

石
井
　
　
徹

中
山
　
明
美

日
坂
　
和
久

小
鷹
　
房
義

森
　
　
利
夫

松
浪
健
一
郎

小
川
　
唯
一

石
井
　
計
次

根
岸
富
一
郎

野
田
小
百
合

大
賀
　
広
史

町
長
提
出

町長及び副町長の給料の減額支給に関する条例
元職員による官製談合事件の管理監督責任を明らかにするもの 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 ● 〇 議 原案可決

令和3年度一般会計補正予算（第5号）
２億9,896万円を追加し、予算総額を57億2,321万円とするもの 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています
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関根清隆　議員

１　持続可能な農業政策について
２　３回目のワクチン接種について

大賀広史　議員

１　官製談合事件
２　地元対策費と事業
３　一連の不祥事に対する責任について

石井　徹　議員

１　 今後の財政面での影響のある施策につ
いて

２　地域（放置）猫について

森　利夫　議員

１　入札について
２　有害鳥獣について
３　給食費の改定について

松浪健一郎　議員

１　 空き家を増やさない取り組みについて、
再度提案する

２　 入札談合事件の公判を傍聴して、公判
の中で初めて公になった事実について、
町の見解を伺う

日坂和久　議員

１　 防災行政無線放送の情報をいかに明確
に伝えられるか

２　週刊誌の掲載記事（町への寄附）について

小川唯一　議員

１　健康長寿の町づくりと農業
２　農業集落排水事業
３　住みよい町鳩山のＰＲ

野田小百合　議員

１　まちづくり応援寄附金について
２　地域が元気になるために
３　森と樹木を守るために
４　HPVワクチンの積極的勧奨について

根岸富一郎　議員

１　ごみ集積所について
２　坂戸ガスの寄附について
３　公園にトイレを

中山明美　議員

１　猫の殺処分ゼロを目指して
２　誰もが輝く町制40周年に
３　災害時の職員対応

小鷹房義　議員

１　おしゃもじ山公園の管理について
２　有害鳥獣捕獲について
３　幼稚園の食育について

石井計次　議員

１　活力ある持続的町づくりについて
２　公共工事の手順について
３　農村公園について
４　財政問題について

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に
開催される定例会で、町政全般に対し質問を
することができます。これを「一般質問」と
いいます。
　本文は質問した議員本人の責任で要約し、
執筆した原稿を掲載しています。一般質問　全議員が質問

町政を問う!
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町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

鳩山町が発注した土木工事 2 件を巡る不正入

札事件で、官製談合防止法違反と公競売入札妨害

の罪に問われた町元職員の判決公判が 11 月 10

日、さいたま地裁で開かれ、裁判官は求刑通りの

判決を執行猶予を付けて言い渡した。 

鳩山町元職員に有罪判決 

役
場
の
信
用
を

失
墜
さ
せ
る

発
言
で
は
？

世
界
的
な
食
糧
危
機
が

訪
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
、

さ
あ
ど
う
す
る

大
賀
　
広
史 

議
員

関
根
　
清
隆 

議
員

問　

世
界
的
異
常
気
象
や

穀
倉
地
帯
の
地
下
水
枯
渇

で
、
近
い
将
来
、
食
料
危
機

が
訪
れ
れ
ば
、
食
料
を
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
日
本
は
心
配

だ
。
そ
こ
で
農
業
政
策
に
つ

い
て
た
ず
ね
る
。
農
家
世
帯

数
・
作
付
面
積
・
年
収
、
遊

休
放
棄
地
は
。

答　

農
家
数
２
０
２
戸
、
一

戸
当
た
り
耕
地
面
積
平
均
２

ha
（
比
企
平
均
３
ha
）
で
、

年
収
は
約
３
百
万
円
程
度
と

推
定
。
現
実
は
、
経
費
を
差

引
く
と
、
労
働
対
価
は
わ
ず

か
数
万
円
。
遊
休
地
（
管
理

地
を
除
く
）は
４
・
６
％
ほ
ど
。

問　

農
家
か
ら
は
①
高
齢
化

で
後
継
者
不
足
。
②
耕
地
面

積
が
狭
い
。
③
農
業
を
続
け

る
意
思
が
弱
い
。
④
農
地
共

同
化
・
集
約
化
の
意
思
は
な

い
。
⑤
太
陽
光
発
電
で
も
良

い
。
な
ど
の
意
見
を
間
接
的

に
聞
い
て
い
る
が
、
現
状
は

い
か
が
か
。

答　

高
齢
化
が
進
み
、
43
％

の
農
家
は
後
継
者
が
い
な
い
。

農
作
業
が
困
難
な
場
合
、
賃

貸
や
売
却
を
考
え
て
い
る
状

況
。
農
家
の
継
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
。

問　

今
後
の
政
策
と
し
て
、

大
規
模
化
・
組
織
化
、
加
工

製
品
の
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、

販
路
開
拓
が
望
ま
れ
る
が
、

い
か
が
か
。

答　

奥
田
・
須
江
、
泉
井
、

大
豆
戸
の
３
地
区
で
農
事
組

合
法
人
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

販
路
は
Ｊ
Ａ
系
統
販
売
と

「
ち
ょ
っ
く
ま
」
で
販
売
・

加
工
。

問　

新
規
就
農
希
望
者
へ
の

技
術
援
助
、
財
政
的
支
援
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
新
規
就

農
者
の
募
集
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
行

う
な
ど
、
推
進
は
い
か
が
か
。

答　

Ｊ
Ａ
埼
玉
中
央
農
協
が

営
農
指
導
・
栽
培
技
術
指

導
。
県
補
助
金
を
活
用
す
れ

ば
就
農
前
後
７
年
間
で
最
大

９
９
０
万
円
の
支
援
が
あ
る
。

新
規
就
農
を
よ
り
促
進
す
る

た
め
、
町
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
考
え
た
い
。

官
製
談
合
事
件

問　

元
職
員
の
判
決
が
出
た

が
、
公
判
メ
モ
に
よ
る
と
、

立
件
さ
れ
た
２
件
以
外
に
も

２
件
の
犯
行
を
自
供
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
４
件
の
工
事
総

額
は
。

答　

供
述
し
た
こ
と
は
事
実

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
給

食
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事
を
含

む
入
札
額
は
合
計
で
14
億
円
。

問　

30
年
以
上
前
か
ら
不
正

を
行
っ
て
い
た
。
自
分
に
限

ら
ず
業
者
に
ヒ
ン
ト
を
教
え

た
と
い
う
驚
き
の
供
述
が

あ
っ
た
。
元
職
員
の
判
決
を

含
め
、
事
件
に
対
す
る
小
峰

町
長
の
見
解
は
。

答　

官
製
談
合
防
止
法
が
制

定
さ
れ
た
経
緯
の
中
で
、
鳩

山
町
に
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
意
識
が
欠
如
し
て
い
た
と

反
省
し
て
い
る
。

地
元
対
策
費
と
事
業

問　

突
然
地
元
対
策
費
が
８

億
円
満
額
交
付
と
な
っ
た
が
、

地
元
と
埼
玉
西
部
環
境
保
全

組
合
と
の
関
係
は
ど
う
か
。

答　

地
元
と
保
全
組
合
の
考

え
方
の
相
違
に
よ
り
、
少
な

か
ら
ず
関
係
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
が
、
今
後
３
者
協

議
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

問　

地
元
対
策
事
業
の
全
貌
、

概
算
総
事
業
費
が
見
え
て
こ

な
い
。
新
規
事
業
が
あ
る
が
、

計
画
と
事
業
予
算
を
示
せ
。

答　

議
員
要
望
の
第
１
期
計

画
検
証
も
含
め
て
、
第
２
期

計
画
の
作
成
に
あ
た
る
。

一
連
の
不
祥
事
の
責
任

問　

公
判
で
明
ら
か
に
な
っ

た
余
罪
の
件
、
自
分
に
限
ら

ず
や
っ
て
い
た
と
い
う
元
職

員
の
証
言
、
地
元
が
抱
く
町

と
組
合
に
対
す
る
不
信
感
、

９
月
議
会
に
お
け
る
令
和
２

年
度
決
算
不
認
定
、
こ
れ
ら

一
連
の
不
祥
事
の
責
任
を
果

た
し
た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

責
任
の
取
り
方
は
、
再

発
防
止
策
の
徹
底
に
尽
き
る

と
再
三
申
し
上
げ
て
き
た
。

職
員
の
意
識
改
革
が
、
不
徹

底
だ
っ
た
こ
と
も
自
覚
し
て

い
る
。

　

今
後
も
責
任
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

30年以上前から不正があったのか
供述のとおりと認識している

不正入札

世界は食料危機。町の農業政策は

３地域で組合結成、共同事業へ

農業政策

令和３年11月11日付け
埼玉新聞より抜粋

主
要
先
進
国
で
自
給
率
最
低
。
食

料
を
輸
入
に
頼
る
日
本
は
、
世
界
の

食
料
事
情
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

答

答

答 問

問

問問

問問

問

問問

答 答

答

答

答

答
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町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

数
億
円
の
箱
物
行
政
を
続
け
て
き
た
の

に
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
１
０
０
万

円
足
ら
ず
も
負
担
で
き
な
い
の
か
？

町
財
政
の
今
後
の
課
題
に

し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
す

今
年
の
４
月
か
ら

値
上
が
り
す
る
学
校
給
食

具体的な処分を検討する旧高台寺浄水場

森
　
利
夫 
議
員

給食費の今後の対応は
令和４年度より値上げする

給食費の改定

問　

今
回
の
不
正
事
件
の
公

判
中
に
発
覚
し
た
、
給
食
セ

ン
タ
ー
改
築
工
事
費
漏
え
い

疑
惑
へ
の
対
応
は
。　
　

答　

先
日
、
関
係
職
員
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
再

発
防
止
対
策
有
識
者
会
議
に

お
い
て
、
不
正
事
件
の
背
景

及
び
原
因
の
検
証
を
行
い
、

事
件
が
二
度
と
起
き
な
い
よ

う
、
再
発
防
止
に
取
り
組
む
。

問　

ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
と
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
工
事
費
漏

え
い
事
件
は
、
時
効
を
迎
え

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

答　

顧
問
弁
護
士
等
に
相
談

を
し
て
一
度
調
査
を
し
た
い
。

問　

給
食
費
の
現
状
と
今
後

の
対
応
は
。

答　

平
成
30
年
度
ま
で
は
、

運
営
資
金
が
２
０
０
万
円
以

上
あ
っ
た
が
、
令
和
元
年
度

以
降
、
資
金
を
取
り
崩
し
た

の
で
、
運
営
が
大
変
厳
し
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
小
学

生
は
月
額
３
９
１
０
円
を
４

２
０
０
円
、
中
学
生
は
月
額

４
７
３
０
円
を
５
０
０
０
円

に
、
令
和
４
年
度
か
ら
値
上

げ
す
る
。

問　

運
営
資
金
２
０
０
万
円

の
出
ど
こ
ろ
は
。

答　

保
護
者
の
皆
様
か
ら
の

石
井
　
徹 

議
員

現在の進捗状況は
10施設を重点的に検討する

町有財産の処分

町
の
自
主
財
源
確
保
策
か
ら

企
業
誘
致
に
つ
い
て

問　

産
業
系
誘
導
エ
リ
ア
指

定
で
企
業
誘
致
へ
の
影
響
は
。

答　

企
業
の
立
地
誘
導
を
進

め
る
た
め
、
開
発
の
立
地
基

準
を
整
え
る
こ
と
で
、
積
極

的
な
立
地
誘
導
が
図
ら
れ
、

好
影
響
が
あ
る
。

問　

長
期
的
な
自
主
財
源
の

獲
得
に
向
け
、
今
回
の
１
箇

所
だ
け
で
な
く
、
同
様
な
試

み
を
複
数
箇
所
で
進
め
て
は
。

答　

手
続
き
や
財
政
負
担
を

考
え
る
と
、
ま
ず
は
今
回
取

り
組
ん
で
い
る
地
区
で
成
果

を
求
め
て
か
ら
考
え
た
い
。

太
陽
光
発
電
施
設
に
つ
い
て

問　

最
近
の
固
定
資
産
税
額

は
。

答　

令
和
３
年
度
は
92
件
で

約
３
４
１
５
万
円
で
あ
り
、

貴
重
な
財
源
で
あ
る
。

問　

現
在
、
条
例
制
定
を
検

討
し
て
い
る
が
、
制
定
後
の

施
設
設
置
の
考
え
は
。

答　

設
置
を
禁
止
す
る
も
の

で
な
く
、
国
の
進
め
る
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
必
要
性

を
認
識
し
た
中
で
、
適
切
な

業
者
に
設
置
を
行
わ
せ
、
本

町
の
自
然
環
境
や
生
活
環
境

の
保
全
を
図
り
進
め
て
い
く
。

給
食
費
で
、
給
食
会
計
に
余

剰
が
生
じ
た
場
合
、
運
営
資

金
に
繰
り
入
れ
て
い
る
。

問　

移
住
促
進
や
、
子
育
て

支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
給

食
費
を
据
え
置
き
、
不
足
額

が
１
０
０
万
円
程
度
で
あ
れ

ば
、
一
般
会
計
か
ら
捻
出
で

き
な
い
か
。

答　

財
政
状
況
も
あ
り
、
基

本
的
に
は
受
益
者
負
担
に
な

る
。

問　

近
隣
の
自
治
体
で
は
、

給
食
費
を
無
償
化
に
し
て
い

る
町
が
あ
る
。
値
上
げ
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
は
。

答　

給
食
を
安
定
的
に
供
給

す
る
た
め
に
必
要
な
事
と
考

え
る
。

町
有
財
産
の
処
分
計
画
は

問　

町
民
検
討
委
員
会
か
ら

町
長
へ
の
答
申
を
受
け
、
具

体
的
な
処
分
方
法
を
庁
内
検

討
委
員
会
が
進
め
て
い
る
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答　

低
未
利
用
地
の
調
査
、

売
却
処
分
は
も
と
よ
り
、
個

別
施
設
計
画
に
お
い
て
施
設

の
処
分
計
画
を
４
分
類
に
し

て
、
旧
高
台
寺
浄
水
場
を
は

じ
め
、
10
の
施
設
を
本
年
度

か
ら
５
か
年
計
画
で
重
点
的

に
検
討
し
て
い
く
。

地
域
猫
に
つ
い
て

問　

さ
く
ら
猫
事
業
と
は
。

答　

不
妊
治
療
を
実
施
し
無

秩
序
な
繁
殖
を
防
ぎ
、
所
有

者
不
明
猫
の
住
民
へ
の
生
活

環
境
被
害
軽
減
を
図
る
事
業
。

答

問

問

問問

問問問

問問

問問問 答答

答

答

答答答

答 答

答答
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町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

情
報
は

伝
わ
ら
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い

談
合
は
許
せ
な
い
！

損
害
賠
償
す
べ
き
！

日
坂
　
和
久 

議
員

松
浪
健
一
郎 

議
員

問　

以
前
に
空
き
家
を
増
や

さ
な
い
取
り
組
み
リ
バ
ー
ス

モ
ー
ゲ
ー
ジ
を
提
案
し
た
。

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き

た
の
か
。

答　

埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議

会
実
施
の
不
動
産
担
保
型
生

活
資
金
制
度
に
つ
い
て
、「
広

報
は
と
や
ま
」
に
お
い
て
、

掲
載
し
た
の
み
。
今
回
改
め

て
検
証
し
て
、
土
地
の
評
価

額
が
低
く
て
も
融
資
が
で
き

る
こ
と
も
あ
る
、
個
々
に
相

談
し
て
欲
し
い
。

問　

リ
ー
ス
バ
ッ
ク
も
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答　

売
却
後
は
所
有
権
を
移

転
す
る
の
で
、
相
続
ト
ラ
ブ

ル
も
回
避
で
き
る
こ
と
や
、

自
宅
を
買
い
戻
す
こ
と
も
で

き
る
な
ど
、
契
約
に
よ
り
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

問　

こ
の
２
つ
の
制
度
を
広

報
等
で
、
も
っ
と
町
民
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う

が
。

答　

必
要
な
人
に
、
必
要
な

情
報
を
提
供
す
る
形
と
し
て
、

広
報
へ
の
掲
載
を
検
討
し
た

い
。

問　

入
札
談
合
事
件
の
公
判

を
傍
聴
し
て
、
被
告
は
上
熊

井
と
泉
井
２
つ
の
工
事
以
外

に
も
、
鳩
山
町
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
工
事
の
工
事
価
格
を

漏
洩
し
た
と
供
述
し
た
。
こ

の
時
か
ら
退
職
ま
で
働
き
続

け
、
給
与
等
と
退
職
金
を
も

ら
っ
て
い
た
。
こ
の
給
与
に

対
し
て
町
は
返
還
請
求
を
し

な
い
の
か
。

答　

既
に
退
職
し
て
い
る
職

員
に
対
し
て
、
懲
戒
処
分
が

で
き
な
い
。
退
職
金
の
返
還

請
求
に
関
し
て
、
在
職
期
間

中
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
、

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

た
時
に
返
還
請
求
が
可
能
。

よ
っ
て
今
回
の
判
決
に
よ
る

と
、
返
還
請
求
は
難
し
い
。

　

た
だ
、
民
事
上
の
責
任
及

び
公
務
員
と
し
て
の
責
任
、

道
義
的
責
任
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
形
で
責
任
を
明

ら
か
に
す
る
の
が
適
当
な
の

か
、
検
討
し
た
い
。

戸
別
受
信
機
配
備
の
提
案

問　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い

て
は
、
長
き
に
渡
り
「
聞
き

取
り
づ
ら
い
」
と
の
指
摘
が

あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
で
音
も

鮮
明
の
は
ず
だ
が
解
消
で
き

な
い
。
ア
ナ
ロ
グ
と
比
べ
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

障
害
物
が
無
け
れ
ば
音

が
遠
く
ま
で
届
く
。
ノ
イ
ズ

カ
ッ
ト
で
音
が
明
瞭
。
地
形

等
の
要
因
で
入
り
組
ん
だ
場

所
へ
音
声
を
届
け
る
に
は
、

ア
ナ
ロ
グ
が
優
れ
て
い
る
。

問　

場
所
に
よ
っ
て
は
、
ア

ナ
ロ
グ
の
方
が
明
確
に
伝

わ
っ
た
の
か
。

答　

そ
う
だ
が
、
国
の
方
針

で
令
和
４
年
11
月
30
日
以
降

使
用
で
き
な
い
。

問　

屋
外
子
局
か
ら
の
情
報

伝
達
に
は
限
界
が
あ
る
の
か
。

答　

そ
の
通
り
だ
。

問　

限
界
に
対
す
る
補
完
制

度
の
フ
ォ
ロ
ー
電
話
サ
ー
ビ

ス
は
、
携
帯
電
話
等
か
ら
繋

が
ら
な
い
。
繋
げ
な
い
の
か
。

答　

防
災
情
報
メ
ー
ル
の
登

録
を
普
及
さ
せ
て
い
る
。
携

帯
電
話
等
に
つ
い
て
は
検
討

す
る
。

問　

防
災
情
報
メ
ー
ル
の
登

録
数
は
。

答　

少
な
い
。
３
８
４
人
だ
。

問　

デ
ジ
タ
ル
化
で
も
相

変
わ
ら
ず
「
聞
き
づ
ら
い
」、

補
完
制
度
は
活
用
し
づ
ら
い

で
は
、
明
確
な
情
報
伝
達
が

で
き
て
い
な
い
。

答　

可
能
な
限
り
努
力
す
る
。

問　

総
務
省
は
確
実
な
情
報

伝
達
の
取
り
組
み
と
し
て
、

戸
別
受
信
機
の
配
備
を
促
進

し
て
い
る
。
町
で
の
配
備
を

提
案
す
る
。

答　

１
台
約
12
万
円
か
か
り
、

財
政
的
に
難
し
い
。

問　

無
線
シ
ス
テ
ム
メ
ー

カ
ー
間
で
相
互
接
続
性
も
確

保
さ
れ
、
不
要
な
機
能
を
省

い
た
安
価
な
機
種
も
あ
る
。

先
進
自
治
体
で
は
財
政
に

合
っ
た
手
法
で
実
施
し
て
い

る
。
研
究
を
望
む
が
い
か
が

か
。

答　

検
討
し
て
い
き
た
い
。

「聞き取りづらい」改善は可能か
屋外子局からの放送は限界である

防災行政無線

損害賠償請求はしないのか

道義的責任を明らかにする

入札談合事件

越生町の住宅に配備された戸別受信機

増え続ける空家

問

問

問問 問

問問問 問

問問問 答

答

答

答 答答答

答答 答

答答

はとやま議会だよりNo.155　1011　はとやま議会だよりNo.155



町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

他
の
自
治
体
が
受
け
取
っ

て
も
、
鳩
山
町
は
受
け
取

ら
な
い
で
欲
し
か
っ
た

健
康
宣
言
、

３
本
柱
＋
農
業
の
４
本
柱
に

総
務
省
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
表
紙

大
橋
・
泉
井
地
区
ク
リ
ー
ン
施
設

野
田
小
百
合 
議
員

受けてはいけない寄附がある
法的に問題ないと判断

まちづくり応援寄附金

問　

坂
戸
ガ
ス
か
ら
寄
附
を

受
け
た
経
緯
は
。

答　

会
社
創
立
50
周
年
に
あ

た
り
、
ガ
ス
供
給
を
し
て
い

る
自
治
体
に
寄
附
を
す
る
こ

と
を
決
定
。

　

受
け
入
れ
に
当
た
り
町
長
、

副
町
長
、
選
挙
管
理
委
員
会

を
兼
務
の
総
務
課
、
寄
附
受

入
事
務
担
当
の
政
策
財
政
課

で
協
議
し
た
。

　

公
職
選
挙
法
に
「
公
職
の

候
補
者
等
の
関
係
会
社
等
の

寄
附
の
禁
止
」
の
規
定
が
あ

る
。
企
業
名
で
の
寄
附
で
あ

り
、
公
職
選
挙
法
逐
条
解
説

や
選
挙
関
係
実
例
判
例
集
等

で
も
確
認
し
、
法
に
は
抵
触

し
な
い
と
判
断
。
県
選
挙
管

理
委
員
会
も
同
じ
見
解
だ
っ

た
の
で
、
受
け
入
れ
た
。

問　

選
挙
の
直
前
に
会
社
名

で
あ
れ
、
選
挙
区
で
あ
る
自

治
体
に
寄
附
を
す
る
。
自
治

体
も
受
け
取
っ
た
こ
と
は
、

住
民
が
不
審
の
念
を
抱
き
、

信
頼
を
裏
切
る
行
為
で
は
な

か
っ
た
か
。

答　

法
的
に
問
題
が
な
い
。

周
り
の
自
治
体
も
受
け
取
っ

て
い
る
。

問　

町
の
特
産
品
の
現
状
は
。

答　

焼
酎
の
呑ど

ん

舞ま
い
、
鳩
豆
醤

小
川
　
唯
一 

議
員

使用料金改定の考えは
現時点では時期等、答弁できない

農業集落排水事業

健
康
長
寿
の
町
づ
く
り
と
農

業問　

農
作
業
が
健
康
寿
命
を

伸
ば
す
と
い
う
考
え
方
が
あ

る
が
。

答　

農
作
業
は
生
活
習
慣
病

の
発
生
予
防
、
主
観
的
健
康

感
の
増
大
に
繋
が
る
と
の
調

査
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

問　

行
政
に
よ
る
積
極
的
な

周
知
が
必
要
と
思
う
が
。

答　

健
康
づ
く
り
所
管
課
と

調
整
し
、
対
応
を
検
討
す
る
。

問　
「
ち
ょ
っ
く
ま
」「
Ｊ
Ａ

鳩
山
農
産
物
直
売
所
」
へ
の

出
荷
や
就
農
を
勧
め
る
こ
と

で
、
健
康
寿
命
の
延
伸
が
図

れ
る
と
思
う
が
。

答　
“
健
康
長
寿
の
ま
ち　

は
と
や
ま
”
宣
言
の
「
栄
養
、

運
動
、
社
会
参
加
」
の
視
点

で
考
え
れ
ば
、
施
設
の
利
用

が
健
康
維
持
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業

問　

大
規
模
災
害
時
に
、
集

落
排
水
が
住
民
に
不
便
を
か

け
な
い
体
制
と
な
っ
て
い
る

か
。

答　

上
水
道
と
下
水
道
の
管

理
を
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ

り
対
応
す
る
。
ま
た
、
職
員

数
を
確
保
す
る
な
ど
体
制
の

油
、
鳩
豆
つ
ゆ
は
製
造
中
止
。

　

大
豆
は
、
継
続
し
た
農
産

物
特
産
品
と
し
て
、
生
産
及

び
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

鳩
豆
う
ど
ん
は
、
㈱
グ
ッ

ド
ス
タ
ッ
フ
が
引
き
継
ぎ
、

他
県
施
設
で
の
販
売
な
ど
、

全
国
展
開
を
協
議
中
。

　

栽
培
が
堅
調
な
ア
ン
ズ
や

特
徴
の
あ
る
地
域
農
産
物
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
特
産
品
の

開
発
に
取
り
組
む
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
立

ち
上
げ
の
研
究
を
し
な
い
か
。

答　

日
本
大
学
の
「
中
山
間

ふ
る
さ
と
支
援
隊
」
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
成
果
に
結
び

付
け
た
い
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
研

究
は
、
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

整
備
を
進
め
る
。

問　

15
年
経
っ
た
今
、
修
理

及
び
修
繕
す
る
と
こ
ろ
は
。

答　

現
時
点
で
の
修
繕
は
不

要
と
さ
れ
て
い
る
。

問　

構
造
物
の
維
持
管
理
が
、

耐
久
性
を
向
上
さ
せ
る
と
言

う
が
、
誰
が
行
っ
て
い
る
か
。

答　

業
者
に
よ
る
定
期
的
な

点
検
、
職
員
の
巡
回
に
よ
り
、

適
切
な
維
持
管
理
に
務
め
る
。

問　

近
隣
か
ら
臭
気
、
放
流

水
等
の
ク
レ
ー
ム
は
。

答　

こ
こ
数
年
、
ク
レ
ー
ム

は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

問　

町
全
体
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
使
用
料
金
の
見
直
し

は
。

答　

一
定
の
料
金
改
定
は
必

要
だ
が
、
現
時
点
で
は
時
期

等
の
答
弁
は
で
き
な
い
。

答答

問

問問

問問 問

問

問 問

問 問問 答答

答答 答

答

答

答

答答

はとやま議会だよりNo.155　1011　はとやま議会だよりNo.155



町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

愛
情
だ
け
で
は
な
く

お
金
が
か
か
っ
て
い
る

近
く
に

　

集
積
所
が

あ
れ
ば
い
い
ね

中
山
　
明
美 

議
員

根
岸
富
一
郎 

議
員

問　

ご
み
集
積
所
は
、
そ
も

そ
も
ど
こ
の
管
轄
か
。

答　

ご
み
は
、
法
律
に
、
市

町
村
が
責
任
を
持
ち
、
住
民

は
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
あ
る
。

問　

場
所
は
町
有
地
が
あ
れ

ば
よ
い
が
、
計
画
に
入
れ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

町
有
地
が
一
番
よ
い
。

パ
ッ
カ
ー
車
な
ど
が
「
回
収

で
き
る
条
件
」
の
あ
る
所
に
、

住
民
の
み
な
さ
ん
と
話
し
合

い
を
し
て
選
定
す
る
。

問　

高
齢
化
や
多
忙
と
い
う

こ
と
か
ら
戸
別
収
集
が
よ
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

そ
の
必
要
性
は
検
討
し

て
き
た
が
、
経
費
な
ど
難
し

い
と
判
断
し
て
い
る
。

問　

町
の
区
画
整
理
事
業
で

の
計
画
は
あ
る
か
。

答　

計
画
が
あ
る
場
合
は
、

ご
み
の
集
積
所
も
確
保
す
る
。

坂
戸
ガ
ス
の
寄
附

問　

山
口
氏
の
会
社
か
ら
の

寄
附
に
つ
い
て
は
、
本
人
も

選
挙
に
詳
し
い
と
思
う
が
、

な
ぜ
こ
の
時
期
な
の
か
。

答　

選
挙
関
係
実
例
判
例
集

を
確
認
し
、
今
回
は
あ
く
ま

で
会
社
名
で
の
寄
附
を
受
け

た
も
の
で
あ
り
、
選
挙
管
理

委
員
会
と
し
て
は
問
題
な
い

と
判
断
し
た
。

問　

公
職
選
挙
法
第
１
９
９

条
の
３
に
抵
触
す
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
返
し
た
ほ
う
が

良
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

法
的
に
は
問
題
な
い
寄

附
で
あ
り
、
返
す
根
拠
が
な

い
。

公
園
に
ト
イ
レ
を

問　

石
坂
の
森
に
出
か
け
た

い
が
、
ト
イ
レ
は
な
い
。

答　

散
歩
コ
ー
ス
な
ど
「
ト

イ
レ
の
適
正
配
置
」
の
検
討

が
必
要
だ
。

問　

公
園
に
ト
イ
レ
を
設
置

す
る
構
想
が
な
い
の
か
。

答　

銀
河
の
丘
、
逆
川
沼
公

園
は
、
梅
沢
運
動
場
に
ト
イ

レ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、

一
定
の
環
境
は
整
っ
て
い
る
。

問　

猫
に
対
す
る
苦
情
は
寄

せ
ら
れ
て
い
る
か
。

答　

11
月
末
時
点
で
25
件
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
餌

づ
け
。
ふ
ん
や
尿
等
に
よ
る

悪
臭
。
自
宅
の
敷
地
内
等
に

お
け
る
猫
の
死
体
処
理
。
空

き
家
に
住
み
つ
い
た
猫
な
ど
。

問　

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

い
る
か
。

答　

猫
は
愛
護
動
物
で
あ
り
、

む
や
み
に
捕
獲
や
処
分
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
埼
玉

県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
（
熊

谷
市
）
に
相
談
し
て
い
た
だ

く
。

　

死
体
処
理
に
つ
い
て
は
、

道
路
や
水
路
な
ど
の
公
共
用

地
の
場
合
は
、
動
物
の
死
体

処
理
業
務
で
町
が
対
応
す
る

が
、
民
有
地
の
場
合
は
、
所

有
者
に
処
理
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
る
。

問　
「
さ
く
ら
ね
こ
」
の
活

動
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

公
益
財
団
法
人
ど
う
ぶ

つ
基
金
が
実
施
し
て
い
る
活

動
。
所
有
者
不
明
猫
を
原
因

と
す
る
生
活
環
境
被
害
の
軽

減
と
、
殺
処
分
ゼ
ロ
の
早
期

実
現
を
図
る
た
め
、
不
妊
手

術
を
行
う
こ
と
で
無
秩
序
な

繁
殖
を
防
止
し
、
一
代
限
り

の
命
を
全
う
さ
せ
る
こ
と
で
、

緩
や
か
に
そ
の
頭
数
を
減
少

さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
。

問　

県
か
ら
の
補
助
金
の
条

件
は
何
か
。

答　

原
則
３
年
間
を
期
限
と

し
て
、
年
額
40
万
円
を
上
限

に
事
業
経
費
の
補
助
を
行
う

制
度
が
あ
り
、
補
助
金
の
交

付
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
組
織
の
育

成
、
実
績
等
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
用

目
的
に
、
飼
い
主
の
い
な
い

猫
の
去
勢
手
術
代
を
加
え
て

は
ど
う
か
。

答　

要
望
が
多
け
れ
ば
、
ま

ち
づ
く
り
応
援
基
金
を
充
当

す
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
。

「さくらねこ」活動の目的は
無秩序な繫殖を防止し頭数の減少

猫の殺処分ゼロ

はじめから計画に入れて欲しい

計画にある場合、確保する

ごみ集積所

保
護
猫
譲
渡
会
の
チ
ラ
シ

ご
み
は
ど
こ
へ
持
っ
て
い
け

ば
、
い
い
の
か
し
ら
？

問問問問

問

問問

問 問問

問問

問 答答答答

答 答 答

答

答答

答答

答
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町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

 町人口の推移 

 人 口 世帯数 

平成 7 年 18,011 人 5,132 

平成 17 年 16,348 人 5,517 

平成 27 年 14,434 人 5,891 

令和 ３年 13,381 人 6,001 

 

知
恵
を
出
し
て

　

賑
わ
い
の
町
を
！

お
し
ゃ
も
じ
山
は
、

今
宿
地
区
が
一
望
で
き
る

眺
め
の
良
い
場
所
で
す
ね

お
し
ゃ
も
じ
山
展
望
台
よ
り

今
宿
地
区
を
見
晴
ら
す

人
口
減
少
の
続
く
鳩
山
町

石
井
　
計
次 
議
員

町主導の婚活係の創設を提案
関係部署と連携し取り組みたい

人口減対策

問　

人
口
減
対
策
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

答　

さ
ら
な
る
人
口
減
少
が

進
む
見
込
み
で
あ
る
。
生
産

年
齢
人
口（
15
歳
か
ら
65
歳
）

が
減
る
中
、
町
民
の
幸
せ
な

暮
ら
し
に
向
け
、
安
定
的
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る

た
め
、
人
口
の
減
少
を
抑
制

す
る
ス
キ
ー
ム（
実
施
計
画
）

を
位
置
づ
け
る
。

問　

人
口
減
少
を
抑
制
す
る

人
口
ス
キ
ー
ム
の
具
体
的
な

内
容
を
伺
う
。

答　

雇
用
を
生
み
出
す
企
業

誘
致
、
結
婚
、
出
産
、
子
育

て
支
援
な
ど
位
置
づ
け
て
い

る
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

内
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
を

検
討
し
て
い
る
。

問　

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
の

具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

答　

空
き
家
等
の
除
却
工
事

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
町

が
補
助
し
、
未
活
用
不
動
産

を
流
通
さ
せ
よ
う
と
す
る
事

業
。

問　

人
口
減
対
策
に
町
主
導

の
婚
活
係
を
創
設
で
き
な
い

か
。

答　

過
去
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
開
設
し
た
結
婚
相
談
所

の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
難
し

小
鷹
　
房
義 

議
員

おしゃもじ山の管理は
定期的な維持管理を行っている

鳩山の名所

問　

お
し
ゃ
も
じ
山
公
園
の

管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

答　

植
栽
の
維
持
管
理
及
び

公
園
の
清
掃
業
務
を
毎
年
、

鳩
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
、
定
期
的
な

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

業
務
内
容
は
、
つ
つ
じ
の
育

成
に
重
点
を
置
い
た
剪
定
ま

た
追
肥
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。

問　

石
碑
が
倒
れ
て
い
る
が
、

そ
の
対
応
は
。

答　

再
設
置
場
所
を
踏
ま
え

た
修
復
方
法
等
の
検
討
を
し

て
い
る
。

問　

公
園
北
側
の
竹
や
ぶ
の

管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

現
時
点
で
伐
採
等
の
予

定
は
な
い
が
、
隣
接
す
る
土

地
所
有
者
の
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
今
後
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
く
。

問　

展
望
台
の
塗
装
が
剥
が

れ
て
き
て
い
る
が
、
点
検
は

し
て
い
る
の
か
。

答　

平
成
14
年
度
に
展
望
台

の
耐
震
診
断
、
平
成
26
年
度

に
展
望
台
の
塗
装
の
塗
り
替

え
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
と

も
適
切
な
安
全
点
検
に
努
め

て
い
く
。

い
と
考
え
る
。

　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

出
会
い
や
結
婚
、
子
育
て
な

ど
関
係
部
署
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

公
共
工
事
に
つ
い
て

問　

基
本
設
計
を
も
と
に
地

元
説
明
会
を
経
て
事
業
の
実

施
に
着
手
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
用
地
買
収
に
該
当
す
る

地
権
者
の
賛
成
、
反
対
を
把

握
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答　

議
員
提
案
の
と
お
り
、

事
業
計
画
を
決
定
す
る
プ
ロ

セ
ス
の
対
応
を
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問　

幼
稚
園
で
の
食
育
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

心
の
育
成
を
目
指
し
、
様
々

な
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
野
菜
の
栽

培
活
動
が
あ
る
。

問　

食
育
に
対
す
る
園
児
た

ち
の
声
は
。

答　

幼
稚
園
の
野
菜
が
お
い

し
か
っ
た
。
観
察
が
楽
し

か
っ
た
等
。

　

保
護
者
の
声
と
し
て
は
幼

稚
園
で
の
栽
培
を
き
っ
か
け

に
野
菜
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
幼
稚
園
の
野
菜

を
使
っ
て
家
で
料
理
を
し
て

く
れ
た
等
、
農
作
物
に
対
す

る
興
味
、
関
心
が
向
上
し
、

有
効
な
食
育
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
る
。

答

答 問問

問

問

問

問問問

答答

答

答

答

答答答

問

問

問問答
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ち
へ
の
食
育
の
た
め
に
、
各

学
校
の
教
諭
と
栄
養
教
諭
と

の
連
携
を
大
切
に
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

次
に
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
場
所
を
移
し
て
、
大

澤
栄
養
教
諭
に
直
接
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
３
つ
の
小
学

校
で
、
学
年
に
合
わ
せ
た
資

料
を
使
い
、
食
育
の
授
業
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

委
員
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
事
項

　

令
和
３
年
11
月
４
日
、
所

管
の
事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

基
本
理
念
と
し
て
、
事
業

者
に
よ
る
無
秩
序
な
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
を
抑
制
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
環
境

並
び
に
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
将

来
に
わ
た
り
町
民
が
そ
の
恵

沢
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
定

め
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
要
綱
か
ら
条
文
の

調
査
事
項

よ
り
よ
い
太
陽
光
発
電
施
設
に
関
す

る
条
例
制
定
を

子
ど
も
た
ち
に
、
安
心
・
安
全
な

地
場
産
食
材
の
提
供
を

総
務
産
業
委
員
会

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

自
然
環
境
と
景
観
の
保
全

に
配
慮
し
た
太
陽
光
発
電

設
備
の
適
正
な
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
案
に

つ
い
て

追
加
、
各
条
文
の
細
部
に
わ

た
る
規
定
を
設
け
、
町
、
土

地
所
有
者
、
事
業
者
の
責
務

を
定
め
、
事
業
者
の
責
務
に

は
撤
去
費
用
の
確
保
も
求
め

て
い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
廃
止
費
用

の
担
保
、傾
斜
地
の
対
策
、説

明
会
の
徹
底
、
事
業
者
へ
事

前
指
導
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
、
第
三
者
へ
の
売
却
、

補
償
金
制
度
等
、
多
数
の
質

疑
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
へ
の
報
告
等
、
手
続

き
の
問
題
を
指
摘
す
る
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
へ
上
程
予
定

と
の
こ
と
で
す
。

 

　

来
客
数
・
売
上
げ
は
、
土

日
が
多
く
、
平
日
で
は
木
曜

日
が
多
い
。
こ
の
ま
ま
順

調
に
推
移
す
れ
ば
、
年
間

９
千
万
円
を
超
え
る
売
上
げ

が
見
込
ま
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

現
在
86
生
産
者
団
体
が
登

録
し
て
い
ま
す
が
、
組
織
化

に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
早
急

に
組
織
化
し
た
い
旨
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

な
お
委
員
か
ら
は
、
取
扱

商
品
、
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー

ス
の
活
用
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
等
、
多
数
の
質
疑
や
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
11
月
８
日
、
所

管
の
事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

鳩
山
町
産
の
食
材
使
用
率

は
、
令
和
２
年
度
で
は
平
均

16
・
13
％
で
、
令
和
３
年
度

に
つ
い
て
は
、
若
干
で
は
あ

り
ま
す
が
、
現
時
点
で
昨
年

度
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

米
飯
に
関
し
て
は
１
０
０

％
鳩
山
産
米
、
銘
柄
は
「
彩

の
か
が
や
き
」
を
使
用
し
て

お
り
、
野
菜
に
つ
い
て
は
、

鳩
山
町
産
は
例
年
13
品
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
仕
入

先
は
、
Ｊ
Ａ
鳩
山
直
売
所
、

町
内
新
規
就
農
者
等
で
す
。

　

ま
た
、
鳩
山
町
産
の
ア
ン

ズ
を
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

福
祉
文
教
委
員
会

学
校
給
食
に
お
け
る
地
場

産
食
材
の
活
用
及
び
食
育

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

現
地
視
察
に
つ
い
て

「
ち
ょ
っ
く
ま
」

オ
ー
プ
ン
初
日
の
に
ぎ
わ
い

栄
養
教
諭
よ
り
食
育
に
つ
い
て

勉
強
中

ジ
ャ
ム
と
し
て
加
工
し
、
カ

レ
ー
に
加
え
た
り
、
ア
ン
ズ

ソ
ー
ス
と
し
て
唐
揚
げ
と
絡

め
る
な
ど
工
夫
を
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
提
供
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

地
場
産
の
食
材
を
使
用
す

る
こ
と
の
課
題
は
、
１
つ
の

品
目
を
大
量
に
仕
入
れ
る
こ

と
、
作
物
の
旬
を
過
ぎ
る
と

ま
と
ま
っ
た
数
量
の
入
荷
が

難
し
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
が

毎
月
児
童
・
生
徒
に
発
行
し

て
い
る
「
食
育
だ
よ
り
」
の

中
に
は
、
お
正
月
や
お
彼
岸
、

七
夕
、
十
五
夜
な
ど
の
季
節

行
事
と
、
食
に
関
す
る
こ
と

の
説
明
を
広
く
掲
載
し
て
、

食
生
活
と
密
着
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
年
で
は
、
栄
養
教
諭

が
中
心
と
な
っ
て
、
食
育
教

育
も
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
鳩
山

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

魅
力
あ
る『
ち
ょ
っ
く
ま
』に

上
熊
井
農
産
物
直
売
所
の

運
営
状
況
等
に
つ
い
て
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一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

町
の
事
業
を
他
の
市
町
と
共
同
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
25
日
第
１
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

で
１
億
９
７
５
８
万
円
増
額

し
、
予
算
総
額
65
億
１
３
１

５
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
周
辺

対
策
事
業
交
付
金
１
億
４
１

０
０
万
円
、
10
月
に
発
生
し

た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
火
災

に
伴
い
、
現
在
、
処
理
で
き

な
い
不
燃
物
及
び
資
源
物

（
び
ん
・
缶
）
の
処
理
を
外

部
委
託
す
る
た
め
の
５
３
０

７
万
円
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
「（
仮
称
）

　

埼
玉
県
表
彰
規
定
に
基
づ

き
、
町
議
会
議
員
と
し
て
38

年
以
上
在
職
の
根
岸
富
一
郎

議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
に
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
及
び
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
、
西
入
間
広
域
消
防
組

合
個
人
情
報
保
護
条
例
を
改

正
し
ま
す
。

　

開
示
決
定
等
の
延
長
期
間

３
カ
月
を
60
日
に
、
情
報
提

供
記
録
の
提
出
先
へ
の
通
知

に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
を

内
閣
総
理
大
臣
に
改
め
る
も

の
で
す
。

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

地
方
自
治
功
労
表
彰

を
受
賞

西
入
間
広
域
消
防
組
合

鳩
山
町
新
ご
み
焼
却
施
設
」

に
か
か
る
地
元
対
策
費
の
再

交
付
が
決
定
し
ま
し
た
。

● 

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

お
２
人
に
町
の
特
産
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

（
応
募
方
法
）

　

は
が
き
に「
答
え
・
住
所
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
」を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

（
あ
て
先
）

〒
350-

0392

　

鳩
山
町
大
豆
戸
184-

16

　

議
会
事
務
局 

ク
イ
ズ
係

（
締
切
）
２
月
28
日
㈪

★
前
号
の
答
え

　

①
ハ　

②
ハ

154
号
の
当
選
者
お
２
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〇
藍　
　
　

順　

子　

様

〇
小　

鷹　

政　

枝　

様

議
会
ク
イ
ズ

問
題
１

　

 

今
回
、
町
が
ラ
ン
キ
ン

グ
１
位
に
な
っ
た
の
は
？

　
　

イ 

健
康
度

　
　

ロ 

幸
福
度

　
　

ハ 

満
足
度

問
題
２

　

 

猫
の
保
護
活
動
の
名
前

は
？

　
　

イ 

さ
く
ら
ね
こ

　
　

ロ 

ど
ら
ね
こ

　
　

ハ 

ま
ね
き
ね
こ

問
題
３

　

 

議
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ご意見・ご感想 いただきました！

〇�議会の傍聴は初めてで、新鮮と感心の気持
ちばかりです。たとえ小さな町でも、行政、
議員と町民は、それぞれの思いを自由、公平、
透明な形で述べるのはありがたいです。今
後も幸福な町であるように！
〇�身近な町長の姿がほとんど見えないのはど
うしたことでしょう。今、問題の新型コロ
ナ感染状況など新聞記事で知るのみ。町民
に知らせる親切があってほしい。町政も議
会だより、議員の報告で知るのみです。
※�感染状況は県の管轄で、町独自では情報を
持っていなかったのが現状です。
〇�不正事件により、基金の取り崩しを行う旨
の話があったが、金額について報告し、明
示していただきたい。
※�埼玉西部環境保全組合から周辺対策交付金
が再交付されました。

～あなたが関心あることは～
・�第６次総合計画策定にあたり、第５次のレ
ビューを踏まえ、可否の原因を明確にし、
活かしていただきたい。
・�財政状況。
・�地域の元気、健康長寿と農業、里山風景を
守ること。

傍聴アンケートより
〇�上熊井農産物直売所は、野菜を置いている
スペースが少ないです。折角、造ったので
すからまた行きたくなるような工夫をして
ください。
※議会としても提案していきます。
〇�「水道メーターの検針にご協力ください」と
ありましたが、事前にハガキなどで通知し
てもらえると助かります。詐欺ではないか
と疑ってしまいます。
※�検針は奇数月の15～20日頃です。検針員は、
身分証明証を持っています。

クイズ　感想より

クイズに応募してね。
あなたの声・意見が
聞きたいな。
待ってるよ！
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　有害鳥獣捕獲、農作物被害軽減のために日々ご
尽力いただている猟友会の皆さん。もっと知りた
いと思い農村公園でお話しを伺いました。
　昨年、新たに鳩山町鳥獣被害防止対策協議会が
設置され、今年度、活動が始まったそうです。

●猟友会の現在のメンバーは
・ 鳩山支部12人（越生町・毛呂山町・鳩山町の3

町で越生猟友会）

●どうすれば猟友会に入れるのか
・ 入会希望の場合は、越生猟友会で役員会を開

き、手続きを進める。

●どのような資格が必要か
・ 狩猟免許等（網・わな・銃器）
　都道府県で行う試験に合格することが必要。

●活動はどのよう
・ 町から有害鳥獣捕獲のため依頼を受けて活動

している。
・有害鳥獣捕獲： 銃器使用は3月中の7日間のみ。

わなの許可は1年間。
・ 昨年、捕獲したのは、わなで、いのしし1頭・

鹿11頭。

●有害鳥獣の被害状況の推移
・ 町内全域が銃猟禁止区域になり、近年いのしし

や鹿が町にも出るようになった。
・ 太陽光発電施設ができたので、いのししや鹿が

エサを求めて、農地に出てきた。

●活動をしていて大変なことは
・高齢化もあり、メンバーが減った。
・ わなにかかった時が大変。解体・焼却等処分に

１日かかる。
・ 箱わなは、1日1回見回りをしなくてはならな

い。わなの状況を知らせてくれる無線発信機が
あると便利。（県の補助金で購入予定）

●活動していて良かったことは
・農家の人の役に立っていると自負している。
・ 猟友会に所属することで、情報交換ができ、知

的財産になっている。

●これからの鳩山町にズバリ必要なことは
・子どもが、増える政策に力を入れるべき。
・ 活動に対する経費を町で補助・援助してはどう

か。
・ 埋設を業者に委託することも検討してはどう

か。

●議会についてどのように感じるか
・議会だよりを読んでいるので、だいたいは解る。
・若い人も、選挙に出たらいいと思う。
・ 有害鳥獣捕獲、農作物被害の軽減のための予算

を要求してほしい。

（傍聴アンケート、議会クイズは　P15）

■ 請願、陳情は２月18日17時までに提出してく
ださい。

■ 議会ホームページから音声配信しています。
　 速報版は翌日（休日を除く）から配信されます。
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ズームアップ
頑張っている人たちを紹介します！

越生猟友会 鳩山支部の皆さん


